
 

病気や障害のある人の兄弟姉妹のことを「きょうだい」と呼びます。 

子どものきょうだいのことを「きょうだい児」とも表します。 

きょうだいは、不安や葛藤を周囲に打ち明けることが難しく、 

ヤングケアラー／ケアラーとなっている場合もあります。 

どのようなサポートが必要なのか、一緒に考えていきましょう。 

成蹊大学文学部 特別研究員／きょうだい会 SHAMS 代表／一般社団法人日本ケアラー

連盟 理事。社会学博士・社会福祉士・精神保健福祉士・公認心理師。社会福祉士として

障害者就労支援事業、相談支援事業に従事。現在は学齢期のきょうだい児支援に関する

研究を中心に、社会福祉士の養成教育等に従事。双子の弟が知的障害を伴う自閉スペク

トラム症である姉としての経験から、2008 年に学齢期のきょうだい児を対象とした任意

団体「きょうだい会 SHAMS」を創設・運営。アメリカで開発された支援プログラム

「Sibshops」のワークショップファシリテータートレーニングを修了している。 

大学院生。姉と兄に知的障害と

自閉症の障害がある弟の立場。 

📞

４人兄弟で、兄に知的障害と 

自閉症の障害がある妹の立場。 

 

主催 日野市／社会福祉法人創隣会 


